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日
大
ア
メ
フ

ッ
ト
部
の
事
件

が
話
題
と
な
っ

て
い
る
。
マ
イ

ナ
ー
競
技
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
が
昼
の
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
、
一
般
ニ
ュ
ー
ス
で

こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
ケ

ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
宮
川

選
手
の
よ
う
な
理
不
尽
な
経

験
を
誰
し
も
一
度
は
し
た
こ

と
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

選
手
に
同
情
し
、
内
田
前
監

督
の
言
動
に
反
感
を
覚
え
る

の
で
は
な
い
か
。

　

内
田
氏
は
大
学
で
は
や
り

た
い
放
題
に
ふ
る
ま
っ
て
き

た
と
聞
く
。
そ
れ
が
間
違
い

だ
ら
け
の
対
応
を
招
き
、
被

害
者
の
両
親
が
告
訴
す
る
結

果
と
な
っ
た
。
真
実
を
知
る

に
は
正
し
い
判
断
だ
ろ
う
。

真
実
は
地
道
な
調
査
で
し
か

見
つ
か
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

最
近
の
記
事
で
、
内
田
氏

の
上
役
の
日
大
理
事
長
も
学

校
関
係
者
と
し
て
の
資
質
に

欠
け
る
こ
と
や
、
暴
力
団
と

の
関
係
の
こ
と
ま
で
報
道
さ

れ
て
い
る
。

　

権
勢
を
誇
っ
て
い
て
も
、

い
つ
か
は
実
態
が
世
間
に
暴

か
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
。
そ

の
時
初
め
て
井
の
中
の
蛙
、

裸
の
王
様
で
あ
っ
た
こ
と
に

気
付
く
の
だ
ろ
う
。
今
後
の

展
開
に
注
意
し
た
い
。（
Ｔ
）

国会行動

感
染
防
止
の
減
算
撤
回
要
望

大
阪
選
出
４
議
員
と
面
談

第54回通常評議員会

17
年
度
決
算
・
18
年
度
予
算
を
可
決

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）・
川
崎
哲
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

すべての議案を全員一致で可決した第54回通常評議員会
＝５月19日、Ｍ＆Ｄホール　　　　　　　　　　　　　

　

協
会
は
第
54
回
通
常
評
議
員
会
を
５
月
19
日
、
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
２
０
１
７
年
度
決
算
・
18
年

度
予
算
を
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
政
府
が
進
め
る

社
会
保
障
費
削
減
と
憲
法
９
条
改
定
に
反
対
し
、
憲

法
25
条
と
９
条
を
活
か
し
た
社
会
の
実
現
を
訴
え
る

決
議
を
採
択
し
た
。
平
川
光
彦
氏
が
議
長
、
張
村
善

紀
・
南
端
理
伸
両
氏
が
副
議
長
を
務
め
た
。

は
実
績
に
基
づ
い
て
予
算
化

し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

評
議
員
か
ら
は
、
▽
低
歯

科
診
療
報
酬
政
策
の
改
善

（
吹
田
市
・
糠
谷
吉
秀
氏
＝

口
頭
発
言
）
▽
診
療
報
酬
改

善
と
地
区
講
習
会
の
講
師
料

（
城
東
区
・
玉
川
明
弘
氏
＝

同
）
▽
改
定
医
療
法
の
内

容
、
50
周
年
記
念
事
業
な
ど

（
西
区
・
福
西
啓
八
氏
＝
同
）

▽
平
和
憲
法
の
堅
持
（
平
野

区
・
門
奈
丈
石
氏
＝
文
書
発

言
）
―
―
に
つ
い
て
発
言
が

あ
っ
た
。
小
澤
理
事
長
が
答

弁
し
、
協
会
の
取
り
組
み
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
講
師

料
や
記
念
事
業
な
ど
に
つ
い

て
は
理
事
会
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

採
決
で
は
全
議
案
を
全
員

一
致
で
可
決
し
、「
憲
法
９

条
・
25
条
を
活
か
す
道
へ
踏

み
出
そ
う
」
と
の
決
議
を
採

択
し
た
。
出
席
は
評
議
員
37

人
、
役
員
25
人
だ
っ
た
。

 

（
２
面
に
決
議
全
文
）

　

小
澤
力
理
事
長
は
会
務
報

告
と
し
て
、
17
年
度
の
協
会

活
動
を
報
告
し
た
。
安
倍
政

権
に
よ
る
社
会
保
障
費
削
減

政
策
に
対
し
、
会
員
を
は
じ

め
医
療
団
体
や
市
民
団
体
と

共
に
運
動
を
展
開
し
、
診
療

報
酬
の
大
幅
削
減
や
受
診
時

定
額
負
担
の
導
入
な
ど
を
阻

止
し
て
き
た
こ
と
を
報
告
。

そ
の
上
で
、
歯
科
保
険
医
療

を
充
実
さ
せ
、
患
者
の
受
診

抑
制
の
社
会
的
要
因
を
取
り

除
く
た
め
、「
ウ
イ
ン
グ（
翼
）

を
広
げ
、
多
く
の
方
と
共
に

運
動
し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
若
手
歯
科
医
師
と

女
性
歯
科
医
師
の
活
躍
が
今

後
の
協
会
運
動
の
要
に
な
る

と
し
、「
会
員
か
ら
の
一
言

　

今
後
の
条
約
の
プ
ロ
セ
ス

は
ど
う
な
り
ま
す
か
―

　

条
約
は
50
カ
国
が
批
准
し

て
か
ら
90
日
後
に
発
効
し
ま

す
。
各
国
が
批
准
す
る
に

は
、
自
国
の
国
会
で
承
認
が

必
要
で
す
。
採
択
時
に
１
２

０
カ
国
以
上
が
賛
成
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
国
の
多

く
が
署
名
・
批
准
す
れ
ば
発

効
す
る
は
ず
で
す
が
、
各
国

が
批
准
を
政
治
の
優
先
課
題

に
位
置
付
け
な
い
と
進
み
ま

せ
ん
。
２
０
１

８
年
５
月
ま
で

に
58
カ
国
が
署

名
し
、
10
カ
国

が
批
准
し
ま
し

た
。
条
約
に
反

い
る
の
で
、
違
法
な
活
動
や

倫
理
に
反
す
る
こ
と
に
対
し

て
投
資
を
し
な
い
「
社
会
的

責
任
投
資
」
と
い
う
考
え
方

を
背
景
に
、
私
た
ち
は
、
企

業
や
銀
行
も
監
視
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
銀
行
が
核
兵

　

早
期
署
名
・
批
准
を
促
進

す
る
に
は
―

　

核
兵
器
の
危
険
性
と
非
人

道
性
に
対
す
る
世
論
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
広
島

・
長
崎
の
被
爆
者
が
世
界
各

国
に
早
期
署
名
・
批
准
を
訴

に
関
わ
っ
て
い
る
企
業
を
排

除
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
タ

ー
爆
弾
に
お
い
て
は
こ
う
し

た
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す

が
、
核
兵
器
の
分
野
で
も
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

こ
そ
、
道
義
的
に
も
北
朝
鮮

に
核
兵
器
の
放
棄
を
迫
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
世
界
に
は
１
万
５
０
０

０
発
の
核
兵
器
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
の
６
万

発
か
ら
数
こ
そ
減
っ
た
も
の

の
、
使
用
さ
れ
る
危
険
は
む

し
ろ
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
核

戦
争
に
よ
る
人
類
滅
亡
を
時

計
の
針
で
示
す
「
終
末
時

計
」
の
針
は
80
年
代
半
ば
は

３
分
前
で
し
た
が
、
核
の
拡

散
な
ど
の
脅
威
に
よ
っ
て
今

２
分
前
を
指
し
て
い
ま
す
。

冷
戦
時
期
よ
り
も
世
界
の
終

末
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

　

核
保
有
国
が
核
を
持
ち
続

け
た
ま
ま
、
そ
れ
で
も
核
は

使
わ
れ
な
い
と
い
う
楽
観
論

に
は
何
の
根
拠
も
あ
り
ま
せ

ん
。
核
兵
器
の
使
用
を
防
ぐ

保
証
は
、
核
兵
器
の
完
全
廃

棄
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
の

で
す
。

 

（
お
わ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
に
ご
協
力
を

　

協
会
は
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
早
期
発
効
と
核
兵
器
廃

絶
を
め
ざ
し
、「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
署
名
用
紙
は
５

月
25
日
付
に
同
封
。
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

対
す
る
核
保
有
国
が
圧
力
を

強
め
、
賛
成
国
に
よ
る
署
名

・
批
准
を
遅
ら
せ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
着
実
に
増
え

て
い
ま
す
。

器
の
製
造
企
業
に
融
資
を
す

れ
ば
援
助
行
為
と
し
て
問
題

に
す
べ
き
で
す
。
す
で
に
ノ

ル
ウ
ェ
ー
財
務
省
は
、
年
金

基
金
の
投
資
先
か
ら
核
兵
器

と
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
製
造

え
る
こ
と
や
、
被
爆
者
団
体

や
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
署
名
」
を
進
め
る
こ

と
は
有
効
で
す
。

　

条
約
は
核
兵
器
の
製
造
を

援
助
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て

　

日
本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
あ
り
な
が
ら
、
安
倍
首

相
は
核
兵
器
に
よ
る
米
国
の

抑
止
力
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
に
固
執
し
て
い
ま
す
。
日

本
政
府
は
条
約
に
参
加
し
て

一
言
を
大
切
に
し
、
協
会
を

発
展
さ
せ
て
い
く
」
と
の
決

意
を
表
明
し
た
。

　

三
井
泰
正
副
理
事
長
は
、

１
号
議
案
・
17
年
度
決
算
案

を
提
案
し
た
。
歳
入
で
は
共

済
事
業
や
社
保
指
導
講
習
会

収
入
で
超
過
達
成
し
た
こ
と

を
報
告
。
歳
出
で
は
国
会
中

央
行
動
や
事
務
局
人
件
費
が

予
算
を
下
回
っ
た
こ
と
な
ど

の
特
徴
を
説
明
し
た
。

　

２
号
議
案
・
収
支
差
額
処

理
案
で
は
、
協
会
設
立
の
50

周
年
記
念
行
事
積
立
金
や
運

動
対
策
積
立
金
な
ど
に
計
上

し
た
こ
と
を
説
明
。
３
号
議

案
・
18
年
度
予
算
案
で
は
、

前
年
を
上
回
る
会
費
収
入
を

計
上
す
る
と
共
に
、
運
動
費

は
「
医
療
は
国
民
生
活
を
守

る
大
事
な
も
の
。
全
国
ど
こ

で
も
同
じ
医
療
を
受
け
ら
れ

る
皆
保
険
制
度
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

語
っ
た
。

　

辰
巳
氏
は
森
友
・
加
計
問

題
に
つ
い
て
、「
改
ざ
ん
、

隠
ぺ
い
、
ね
つ
造
な
ど
安
倍

政
権
の
民
主
主
義
破
壊
の
暴

走
は
許
さ
れ
な
い
。
退
陣
さ

せ
よ
う
」
と
語
っ
た
。

　

大
門
氏
は
損
税
問
題
に
つ

い
て
、「
輸
出
企
業
の
場

合
、
輸
出
品
に
転
嫁
で
き
な

い
消
費
税
分
が
戻
し
税
と
し

て
還
付
さ
れ
る
。
医
療
機
関

が
払
う
消
費
税
も
還
付
す
べ

き
だ
と
い
う
要
求
は
、
当
然

だ
」
と
述
べ
た
。

　

山
下
氏
は
「
今
の
日
本
は

あ
ま
り
に
大
企
業
が
優
遇
さ

れ
て
い
る
。『
働
き
方
改

革
』
は
そ
の
象
徴
だ
。
税
金

の
使
い
方
集
め
方
を
変
え
れ

ば
暮
ら
し
を
応
援
で
き
る
」

と
強
調
し
た
。

署
名
」
に
寄
せ
ら
れ
た
大
阪

歯
科
協
会
会
員
の
声
を
届
け

た
。

　

国
民
民
主
党
の
平
野
博
文

衆
院
議
員
、
日
本
共
産
党
の

辰
巳
孝
太
郎
、
大
門
実
紀

史
、
山
下
芳
生
の
各
参
院
議

員
が
面
談
に
応
じ
、
平
野
氏

　

陳
情
で
は
、
初
再
診
料
を

は
じ
め
基
礎
的
技
術
料
の
大

幅
引
き
上
げ
、
院
内
感
染
防

止
対
策
に
係
る
施
設
基
準
の

未
届
の
歯
科
医
療
機
関
へ
の

減
算
制
度
の
撤
回
・
廃
止
な

ど
を
中
心
に
要
請
。
こ
の
間

取
り
組
ん
だ
「
医
療
従
事
者

憲
法
活
か
す
社
会
へ
決
議

完
全
廃
棄
以
外
に
道
は
な
い

核なき
世界へ

上：平野博文衆院議員（正面奥）
下：辰巳孝太郎参院議員（左端）
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診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
・

患
者
負
担
増
の
反
対
・
損
税

問
題
改
善
を
求
め
て
、
協
会

の
役
員
・
事
務
局
は
５
月
24

日
、
大
阪
選
出
の
衆
参
国
会

議
員
に
要
請
・
陳
情
し
た
ほ

か
、
保
団
連
の
国
会
内
集
会

に
参
加
し
た
。


